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聖
女
の
死
の
表
象
／
展
示
／
記
憶 
新
保 
淳
乃   
は
じ
め
に 
  
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
お
い
て
、
死
す
べ
き
運
命
と
肉
体
の
腐
敗
は
、
原
罪
の
結
果
と
し
て
人
間
に
課
せ
ら
れ
た
根
源
的
な
罰
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
原
罪
を
免
れ
て
魂
と
肉
体
と
も
天
上
に
上
げ
ら
れ
た
聖
母
マ
リ
ア
を
除
き
、
す
べ
て
の
人
間
は
肉
体
の
死
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
死
体
は
特
別
な
条
件
に
置
か
れ
な
い
限
り
腐
敗
す
る
も
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
洋
の
視
覚
文
化
に
は
お
ぞ
ま
し
い
死
臭
を
感
じ
さ
せ
な
い
別
の
死
の
か
た
ち
も
存
在
す
る
。「
聖
性
の
香
り
」
と
い
う
言
い
回
し
が
い
み
じ
く
も
示
す
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
に
お
い
て
聖
人
・
聖
女
と
目
さ
れ
た
人
は
、
死
し
て
な
お
美
徳
と
恩
寵
を
表
す
芳
香
を
漂
わ
せ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
（
１
）
。
本
稿
で
は
、
聖
母
を
モ
デ
ル
と
し
て
宗
教
的
探
求
に
身
を
捧
げ
て
生
前
か
ら
聖
人
視
さ
れ
た
女
性
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
生
け
る
聖
女
」
の
遺
体
を
巡
る
表
象
／
展
示
／
記
憶
の
歴
史
を
考
察
す
る
。 
  
一 
「
生
け
る
聖
女
」
崇
拝
と
腐
ら
な
い
遺
体
の
歴
史 
「
生
け
る
聖
女
」
の
遺
体 
 
一
三
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
地
域
で
は
数
多
く
の
女
性
神
秘
家
が
出
現
し
た
。
生
前
か
ら
聖
女
と
崇
め
ら
れ
た
女
性
た
ち
の
検
死
報
告
書
や
列
聖
審
査
の
証
言
資
料
に
は
、
遺
体
が
「
生
前
の
ま
ま
の
姿
」
で
、「
腐
ら
ず
」、「
芳
香
を
発
す
る
」
と
い
う
定
型
的
な
表
現
が
頻
出
す
る
。「
聖
女
」
た
ち
の
腐
ら
ず
死
臭
を
発
し
な
い
遺
体
は
、
彼
女
ら
が
崇
敬
す
べ
き
聖
性
の
持
ち
主
で
あ
る
証
拠
と
見
な
さ
れ
た
（
２
）
。 
 
と
こ
ろ
が
、
聖
女
た
ち
の
遺
体
が
腐
ら
ず
よ
い
匂
い
を
発
す
る
と
語
ら
れ
た
の
は
、
奇
跡
も
し
く
は
聖
人
伝
の
文
学
的
ト
ポ
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
厳
然
た
る
事
実
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
ら
の
遺
体
は
特
別
な
措
置
を
施
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 
 
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
生
き
た
キ
ア
ラ
・
ダ
・
モ
ン
テ
フ
ァ
ル
コ
（
一
二
六
八
―
一
三
〇
八
）は
、幻
視
体
験
で
有
名
な
ウ
ン
ブ
リ
ア
の
女
性
神
秘
家
で
あ
る
（
３
）
。
一
三
〇
八
年
八
月
一
七
日
に
、
院
長
を
務
め
た
モ
ン
テ
フ
ァ
ル
コ
の
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
修
道
院
に
て
病
没
し
た
。
生
前
に
神
秘
体
験
を
繰
り
返
し
た
キ
ア
ラ
が
「
聖
性
の
香
り
を
漂
わ
せ
て
」
逝
去
し
て
か
ら
十
年
後
、
教
皇
庁
に
よ
る
列
聖
審
査
が
開
か
れ
、
四
八
六
人
が
証
言
を
残
し
た
。
同
僚
の
修
道
女
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ダ
・
モ
ン
テ
フ
ァ
ル
コ
は
、
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い
ず
れ
遺
体
が
聖
遺
物
と
な
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
開
腹
と
防
腐
を
施
し
た
こ
と
を
明
か
し
た
（
４
）
。
別
の
修
道
女
ら
の
証
言
に
よ
る
と
、
キ
ア
ラ
の
遺
体
は
、
死
後
五
日
目
に
修
道
院
付
き
内
科
医
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
修
道
女
五
人
に
よ
っ
て
解
剖
さ
れ
た
（
５
）
。
措
置
に
先
だ
っ
て
町
の
薬
剤
師
に
「
バ
ル
サ
ム
と
没
薬
そ
の
他
の
保
存
剤
を
注
文
」
し
た
こ
と
か
ら
、
修
道
女
た
ち
は
防
腐
処
理
に
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。執
刀
し
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
は
、
生
前
に
キ
ア
ラ
の
病
気
の
治
療
に
携
わ
っ
た
外
科
医
の
娘
だ
っ
た
。
初
期
の
「
生
け
る
聖
女
」、
キ
ア
ラ
の
遺
体
解
剖
は
、
同
時
代
の
医
学
と
密
接
な
環
境
で
行
わ
れ
て
い
た
の （
だ ６）
。 
 
医
学
に
お
け
る
人
体
解
剖
は
、
一
三
世
紀
末
か
ら
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
７
）
。
他
方
、
聖
人
や
特
権
階
級
の
人
々
の
遺
体
を
切
開
す
る
風
習
は
、
一
三
〇
〇
年
前
後
か
ら
イ
タ
リ
ア
地
域
の
社
会
上
層
部
に
広
が
り
始
め
た
。
キ
ア
ラ
の
遺
体
が
防
腐
処
理
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
時
代
状
況
に
加
え
、
司
法
解
剖
の
始
ま
り
と
、
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
北
イ
タ
リ
ア
と
南
フ
ラ
ン
ス
で
帝
王
切
開
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
（
８
）
。 
 
聖
人
信
仰
の
中
心
は
腐
敗
せ
ず
生
前
の
完
全
な
姿
を
と
ど
め
た
真
新
し
い
遺
体
で
あ
り
、
病
治
癒
を
は
じ
め
多
く
の
奇
跡
譚
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
９
）
。
聖
人
の
遺
骨
や
遺
骸
の
断
片
を
崇
め
る
聖
遺
物
崇
拝
が
示
す
よ
う
に
、
肉
体
を
汚
穢
と
み
な
す
観
念
は
中
世
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
は
な
か
っ
た
が
、
こ
と
遺
体
の
解
剖
と
な
る
と
、
少
な
く
と
も
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
は
イ
タ
リ
ア
半
島
と
南
仏
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
ア
ル
プ
ス
以
北
で
腐
敗
す
る
死
体
を
造
形
化
し
た
ト
ラ
ン
ジ
墓
が
流
行
し
た
時
期
と
重
な
り
、
興
味
深
い
。 
 
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
コ
ロ
ン
バ
・
ダ
・
リ
エ
テ
ィ
（
一
四
六
七
―
一
五
〇
一
）
は
、
シ
エ
ナ
の
聖
女
カ
テ
リ
ー
ナ
に
倣
っ
て
厳
し
い
修
行
に
身
を
投
じ
、
何
度
も
幻
視
を
体
験
し
た
。
ド
メ
ニ
コ
会
第
三
会
に
所
属
し
て
在
俗
の
ま
ま
修
道
院
に
似
た
共
同
体
を
営
ん
だ
コ
ロ
ン
バ
は
、
そ
の
預
言
能
力
に
よ
っ
て
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
支
配
層
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
（
１
０
）
。
一
五
〇
一
年
に
、
コ
ロ
ン
バ
の
遺
体
は
彼
女
の
告
解
師
で
伝
記
作
者
の
ド
メ
ニ
コ
会
士
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
ボ
ン
テ
ン
ピ
を
含
む
聖
職
者
立
ち
会
い
の
も
と
、「
最
も
経
験
の
あ
る
外
科
医
」
に
よ
っ
て
検
死
解
剖
に
処
さ
れ
た
（
１
１
）
。
一
四
世
紀
の
状
況
と
の
決
定
的
な
差
異
は
、
大
学
で
医
学
教
育
を
受
け
た
男
性
専
門
家
の
手
で
解
剖
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
キ
ア
ラ
の
場
合
は
、
遺
体
の
腐
敗
を
防
ぎ
聖
性
を
保
持
す
る
と
い
う
極
め
て
宗
教
的
な
動
機
か
ら
、
仲
間
の
修
道
女
た
ち
の
手
で
解
剖
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ロ
ン
バ
の
遺
体
解
剖
は
医
学
と
教
会
の
権
威
を
体
現
す
る
男
性
集
団
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
彼
女
の
神
秘
体
験
や
預
言
能
力
を
判
定
す
る
場
に
変
質
し
て
い
る
（
１
２
）
。 
 
コ
ロ
ン
バ
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
エ
レ
ナ
・
ド
ゥ
リ
オ
リ
・
ダ
ッ
ロ
リ
オ
（
一
四
七
二
―
一
五
二
〇
）
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
貴
族
の
出
身
で
、
幼
少
か
ら
信
仰
に
篤
く
女
子
修
道
院
入
り
を
望
ん
で
い
た
。
一
四
八
七
年
に
三
〇
歳
年
上
の
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ダ
ッ
ロ
リ
オ
と
結
婚
し
た
後
も
、
夫
を
説
得
し
て
処
女
を
貫
い
た
。
夫
の
死
後
は
「
キ
リ
ス
ト
の
花
嫁
」
を
公
言
し
て
貞
節
を
誓
い
、「
現
代
の
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
（
１
３
）
。 
 
エ
レ
ナ
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
ン
・
モ
ン
テ
聖
堂
に
ド
ゥ
リ
オ
リ
・
ダ
ッ
ロ
リ
オ
礼
拝
堂
を
建
立
し
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
に
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
法
悦
》
を
注
文
し
た
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
、
美
術
史
の
上
で
も
重
要
な
女
性
で
あ
る
（
１
４
）
。
彼
女
は
生
前
、
同
聖
堂
に
あ
っ
た
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
聖
遺
物
の
前
で
聖
女
と
同
じ
く
天
使
の
合
唱
を
聴
く
幻
視
体
験
を
繰
り
返
し
、
地
元
の
支
持
者
は
も
と
よ
り
、
教
皇
ユ
リ
ウ
ス
二
世
、
レ
オ
十
世
を
含
め
高
位
聖
職
者
か
ら
も
崇
拝
さ
れ
た
。
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
祭
壇
画
で
忘
我
の
表
情
で
天
を
仰
ぎ
、
天
使
た
ち
の
歌
声
に
耳
を
傾
け
る
聖
女
の
姿
に
、
エ
レ
ナ
の
神
秘
体
験
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。 
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匿
名
伝
記
作
者
と
告
解
師
ピ
エ
ト
ロ
・
リ
ッ
タ
に
よ
る
エ
レ
ナ
の
伝
記
に
よ
る
と
、
一
五
二
〇
年
九
月
に
彼
女
が
死
ぬ
と
、
遺
体
を
拝
む
た
め
に
人
々
が
殺
到
し
た
。「
彼
ら
は
遺
体
を
崇
め
、
貴
重
な
聖
遺
物
の
よ
う
に
キ
ス
し
た
。
午
前
中
い
っ
ぱ
い
、
彼
ら
は
芳
香
の
す
る
薬
草
を
遺
体
全
体
に
ふ
り
ま
い
た
（
１
５
」 ）
。
リ
ッ
タ
は
検
死
を
主
張
し
、
二
人
の
外
科
医
に
よ
る
解
剖
、
内
臓
の
除
去
、
防
腐
処
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
は
エ
レ
ナ
信
奉
者
だ
っ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
の
内
科
医
教
授
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
ダ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ォ
ー
ラ
、
解
剖
学
教
授
ヤ
コ
ポ
・
ベ
レ
ン
ガ
リ
オ
・
ダ
・
カ
ル
ピ
、
自
然
史
教
授
ピ
エ
ト
ロ
・
ポ
ン
ポ
ナ
ッ
ツ
ィ
が
立
ち
会
っ
た
（
１
６
）
。 
 
立
会
人
の
ひ
と
り
、
ベ
レ
ン
ガ
リ
オ
は
、
解
剖
学
を
医
学
の
基
礎
と
す
る
新
し
い
医
学
思
想
を
代
表
し
た
医
学
者
で
あ
る
。
彼
は
『
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
解
剖
学
注
解
』
を
一
五
二
一
年
に
上
梓
し
た
（
１
７
）
。「
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
解
剖
学
」
と
は
、
一
四
世
紀
初
頭
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
で
医
学
を
教
え
、
初
め
て
大
学
で
人
体
解
剖
を
行
っ
た
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
リ
ウ
ッ
ツ
ィ
（
一
二
七
〇
―
一
三
二
六
）
の
『
解
剖
学
』
を
指
し
、
一
六
世
紀
初
頭
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
大
学
医
学
部
に
お
い
て
解
剖
学
の
教
科
書
と
な
っ
て
い
た
。
ベ
レ
ン
ガ
リ
オ
は
豊
富
な
解
剖
の
実
践
経
験
に
基
づ
い
て
、
先
達
の
過
ち
を
修
正
し
、
新
た
な
解
剖
学
的
知
識
を
打
ち
た
て
た
。
彼
の
注
解
書
は
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
で
最
も
先
端
的
な
女
性
解
剖
学
の
著
作
と
な
っ
た
（
１
８
）
。
こ
の
よ
う
に
、
エ
レ
ナ
の
検
死
・
解
剖
は
、
女
性
身
体
に
関
す
る
一
五
二
〇
年
代
で
最
新
の
医
学
知
識
を
備
え
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
 
一
六
世
紀
を
通
じ
て
解
剖
学
へ
の
関
心
や
技
術
的
探
求
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
と
通
称
さ
れ
る
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
一
五
一
四
―
六
四
）
の
『
人
体
の
構
造
』（
バ
ー
ゼ
ル
、
一
五
四
三
）
を
は
じ
め
解
剖
学
の
図
解
書
が
続
々
と
出
版
さ
れ
た
（
１
９
）
。
ま
た
高
位
聖
職
者
や
王
侯
貴
族
、
女
性
神
秘
家
に
限
ら
れ
て
い
た
遺
体
解
剖
は
、
一
五
〇
〇
年
前
後
か
ら
俗
人
の
死
者
に
も
適
用
さ
れ
、
支
配
層
を
中
心
に
広
が
っ
た
。
造
形
芸
術
の
世
界
で
は
解
剖
学
が
芸
術
家
教
育
の
基
礎
に
な
っ
て
い
っ
た
（
２
０
）
。 
 
遺
体
解
剖
が
医
学
界
で
確
立
さ
れ
た
一
六
世
紀
後
半
に
な
っ
て
、
男
性
の
宗
教
指
導
者
・
神
秘
家
が
は
じ
め
て
検
死
解
剖
さ
れ
た
（
２
１
）
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
創
始
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
は
一
五
五
六
年
に
、
オ
ラ
ト
リ
オ
会
指
導
者
の
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ネ
リ
は
一
五
九
五
年
に
、
遺
体
解
剖
に
付
さ
れ
た
。
外
科
医
ポ
ル
ト
は
ネ
リ
の
遺
体
を
切
開
し
た
理
由
の
説
明
に
、
シ
エ
ナ
の
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
と
キ
ア
ラ
・
ダ
・
モ
ン
テ
フ
ァ
ル
コ
の
先
例
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
（
２
２
）
。
一
四
世
紀
初
頭
に
早
く
も
解
剖
さ
れ
た
女
性
神
秘
家
の
例
は
、
参
照
源
と
し
て
重
視
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。 
 
防
腐
の
技
術 
 
一
三
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
の
「
生
け
る
聖
女
」
た
ち
の
歴
史
が
示
す
よ
う
に
、
生
前
か
ら
聖
人
視
さ
れ
た
人
々
の
遺
体
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
何
十
年
も
先
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
列
聖
審
査
に
備
え
て
極
力
腐
ら
な
い
よ
う
な
処
理
を
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
防
腐
の
技
術
は
、
教
皇
の
葬
祭
儀
礼
を
通
し
て
発
展
し
た
（
２
３
）
。
教
皇
の
遺
体
を
腐
ら
な
い
よ
う
に
処
理
し
た
最
古
の
記
録
は
、
一
一
一
八
年
に
死
ん
だ
パ
ス
カ
リ
ス
二
世
の
伝
記
中
の
、
教
皇
の
遺
体
が
「
バ
ル
サ
ム
で
覆
わ
れ
た
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
一
四
世
紀
に
は
、
専
門
家
（
薬
剤
師
）
に
よ
る
防
腐
処
理
が
定
着
し
た
。
遺
体
の
防
腐
処
理
に
は
、「
外
的
」
防
腐
と
「
内
的
」
防
腐
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。 
 
ま
ず
「
外
的
」
措
置
を
見
て
み
よ
う
。
一
四
世
紀
末
に
教
皇
典
礼
官
ピ
エ
ー
ル
・
ア
メ
－32－ 
 
イ
ユ
は
教
皇
の
葬
祭
儀
礼
と
遺
体
の
準
備
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。「
教
皇
が
死
ぬ
と
聴
罪
司
祭
が
ブ
ッ
ラ
修
道
士
ま
た
は
ピ
ニ
ョ
ッ
タ
修
道
士
と
と
も
に
、
教
皇
侍
従
の
用
意
し
た
水
と
薬
草
で
遺
体
を
よ
く
洗
い
、
理
髪
師
が
頭
と
ひ
げ
を
剃
る
。
薬
剤
師
と
ブ
ッ
ラ
修
道
士
が
す
べ
て
の
開
口
部
に
羊
毛
か
亜
麻
を
き
つ
く
詰
め
、
没
薬
、
香
草
、
ア
ロ
エ
を
詰
め
る
。
遺
体
を
再
び
白
ワ
イ
ン
で
洗
い
、
侍
従
か
ワ
イ
ン
係
が
用
意
さ
せ
た
芳
香
性
の
薬
草
と
良
質
な
ヴ
ェ
ル
ナ
ッ
チ
ャ
・
ワ
イ
ン
で
温
め
る
。
喉
に
芳
香
植
物
と
羊
毛
を
詰
め
、
鼻
孔
に
麝
香
を
詰
め
る
。
最
後
に
全
身
の
水
気
を
拭
い
、
良
質
の
バ
ル
サ
ム
を
手
先
ま
で
塗
る
。
バ
ル
サ
ム
は
侍
従
長
、
侍
従
、
ま
た
は
こ
れ
を
管
理
す
る
聖
具
保
管
係
が
用
意
す
る
（
２
４
）
」。
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
教
皇
庁
の
官
僚
が
材
料
の
手
配
と
措
置
を
担
当
し
た
。
医
学
知
識
と
経
験
が
必
要
な
開
腹
は
行
わ
ず
、外
側
か
ら
防
腐
処
理
を
施
す
方
法
で
あ
る
。 
 
他
方
の
「
内
的
」
防
腐
法
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
メ
ン
ス
六
世
（
在
位
一
三
四
二
―
五
二
）
の
侍
医
ギ
ー
・
ド
・
シ
ョ
ー
リ
ア
ッ
ク
（
―
一
三
六
八
）
が
外
科
書
の
中
で
述
べ
て
い
る
（
２
５
）
。
彼
は
「
遺
体
の
管
理
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
教
皇
に
防
腐
処
理
を
施
し
た
「
薬
剤
師
ジ
ャ
コ
モ
」
か
ら
得
た
知
識
と
し
て
、「
死
者
の
身
体
の
準
備
」
に
外
的
処
理
と
、
開
腹
と
内
臓
の
取
り
出
し
を
伴
う
内
的
方
法
の
ふ
た
つ
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。 
 
ひ
と
つ
め
の
方
法
は
、
遺
体
の
下
腹
部
を
押
し
て
体
内
に
残
っ
た
糞
尿
を
出
し
た
後
、
遺
体
に
薬
液
を
染
み
込
ま
せ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
松
脂
、
ア
ラ
ビ
ア
・
ゴ
ム
そ
の
他
の
混
合
樹
脂
を
大
量
に
塗
布
し
、
最
後
に
亜
麻
布
な
ど
で
固
く
巻
く
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
薬
液
は
、
「
ア
ロ
エ
、
没
薬
、
ア
カ
シ
ア
の
抽
出
液
を
混
ぜ
て
、
糸
杉
の
実
、
白
檀
、
ク
ル
ミ
、
ア
ロ
エ
の
木
、
ク
ミ
ン
を
浸
し
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
酢
、
薔
薇
水
と
よ
く
混
ぜ
」た
も
の
を
使
う
（
２
６
）
。
ふ
た
つ
め
の
方
法
は
、
遺
体
を
開
腹
し
て
内
臓
を
す
べ
て
取
り
出
し
、
大
量
の
塩
と
ク
ミ
ン
を
詰
め
る
も
の
で
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
こ
の
資
料
か
ら
、
一
四
世
紀
前
半
に
は
解
剖
と
防
腐
が
教
皇
庁
の
慣
例
と
し
て
定
着
し
、
専
門
家
が
担
当
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 
 
教
皇
の
遺
体
が
「
内
的
」
防
腐
措
置
を
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
教
皇
の
遺
体
が
公
開
さ
れ
る
「
死
後
八
日
間
に
遺
体
の
顔
の
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
」
だ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
教
皇
の
遺
体
の
解
剖
・
防
腐
技
術
が
確
立
し
た
の
は
、
ま
さ
に
一
四
世
紀
初
頭
に
遺
体
公
開
祭
礼
の
九
日
間
の
祈
祷
ノ
ヴ
ェ
ナ
が
導
入
さ
れ
た
の
と
同
時
期
だ
っ
た
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
教
皇
の
葬
祭
儀
礼
の
一
環
と
し
て
開
腹
、
内
臓
の
取
り
出
し
、
防
腐
剤
と
芳
香
剤
の
充
填
、
露
わ
に
な
る
部
分
の
死
化
粧
と
い
う
遺
体
の
保
存
方
法
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
（
２
７
）
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
技
術
は
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
の
中
部
イ
タ
リ
ア
で
女
性
宗
教
家
た
ち
の
遺
体
に
も
適
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
遺
体
保
存
の
目
的
が
異
な
っ
て
い
た
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
皇
の
遺
体
は
死
後
一
週
間
ほ
ど
腐
敗
を
防
げ
れ
ば
よ
い
の
に
対
し
て
、「
聖
女
」
た
ち
の
遺
体
に
手
を
加
え
る
目
的
は
、
死
後
数
ヶ
月
か
ら
何
十
年
、
何
世
紀
も
の
長
期
間
に
遺
体
を
保
存
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
体
解
剖
が
実
践
さ
れ
は
じ
め
た
直
後
か
ら
彼
女
ら
の
遺
体
は
切
開
さ
れ
、
二
重
、
三
重
の
防
腐
措
置
を
施
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
聖
女
と
目
さ
れ
た
女
性
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
遺
体
の
扱
い
方
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
二 
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
「
腐
ら
な
い
遺
体
」 
  
「
生
け
る
聖
女
」
の
現
象
が
下
火
に
な
っ
た
一
六
世
紀
半
ば
か
ら
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
で
の
議
論
を
受
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
が
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
重
要
な
柱
の
－33－ 
 
ひ
と
つ
が
、
オ
ラ
ト
リ
オ
会
士
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
バ
ロ
ニ
ウ
ス
（
一
五
三
八
―
一
六
〇
七
）
が
力
を
注
い
だ
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
宗
教
文
化
の
リ
バ
イ
バ
ル
と
教
会
史
の
再
検
討
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
後
半
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
研
究
が
進
み
、
造
形
文
化
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
バ
ロ
ニ
ウ
ス
は
文
献
資
料
を
精
査
し
て
初
期
教
会
か
ら
の
『
教
会
史
』（
一
五
八
八
―
一
六
〇
七
）
を
執
筆
し
、
宗
教
図
像
を
描
く
に
も
「
歴
史
的
真
実
」
を
求
め
た
。
こ
の
動
き
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
初
期
殉
教
聖
人
へ
の
関
心
の
高
ま
り
で
あ
る
。
バ
ロ
ニ
ウ
ス
の
助
言
を
受
け
て
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
シ
オ
（
一
五
七
五
／
七
六
頃
―
一
六
二
九
）
が
ロ
ー
マ
の
地
下
に
眠
る
カ
タ
コ
ン
ベ
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
キ
リ
ス
ト
教
考
古
学
の
先
鞭
を
つ
け
た
（
２
８
）
。
ロ
ー
マ
で
は
一
六
〇
〇
年
の
大
聖
年
を
控
え
た
一
六
世
紀
末
か
ら
、
初
期
殉
教
聖
人
の
墓
の
上
に
建
て
ら
れ
た
古
い
聖
堂
が
次
々
と
改
修
さ
れ
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
（
２
９
）
。
そ
し
て
一
五
九
九
年
一
〇
月
に
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
有
名
な
殉
教
処
女
、
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
体
が
「
腐
ら
ず
」
完
全
な
ま
ま
発
見
さ
れ
た
。
中
世
末
か
ら
の
「
生
け
る
聖
女
」
の
信
奉
者
が
求
め
た
特
別
で
聖
な
る
遺
体
は
本
当
に
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
骸
発
見 
 
一
六
世
紀
末
の
ロ
ー
マ
で
、
パ
オ
ロ
・
エ
ミ
リ
オ
・
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
（
一
五
六
〇
―
一
六
一
八
）
は
、
管
轄
す
る
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
・
イ
ン
・
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ
聖
堂
の
改
修
事
業
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
聖
堂
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
殉
教
処
女
で
音
楽
の
守
護
聖
人
と
し
て
名
高
い
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
に
捧
げ
ら
れ
、
九
世
紀
に
遡
る
ロ
ー
マ
の
最
初
の
教
区
教
会
の
ひ
と
つ
で
、
伝
承
で
は
聖
女
が
埋
葬
さ
れ
た
邸
宅
跡
に
建
て
ら
れ
た
。 
 
五
世
紀
中
葉
に
成
立
し
た
『
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
受
難
伝
』
に
よ
る
と
、
カ
エ
キ
リ
ア
は
三
世
紀
の
ロ
ー
マ
貴
族
の
娘
で
、
幼
く
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
た
。
両
親
は
異
教
徒
の
若
い
貴
族
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
に
嫁
が
せ
る
が
、
彼
女
は
夫
に
天
使
と
婚
約
し
て
い
る
た
め
処
女
を
護
る
こ
と
を
告
げ
た
。
天
使
を
見
た
い
と
望
む
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
を
ロ
ー
マ
司
教
ウ
ル
バ
ヌ
ス
の
も
と
に
遣
わ
せ
る
。
彼
が
教
皇
か
ら
洗
礼
を
受
け
る
と
、
天
使
が
現
れ
て
二
人
に
薔
薇
と
白
百
合
の
冠
を
授
け
た
。
そ
の
後
、
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
の
兄
弟
テ
ィ
ブ
ル
テ
ィ
ウ
ス
も
改
宗
し
、
彼
ら
は
施
し
と
殉
教
者
の
埋
葬
に
尽
力
す
る
が
、
ロ
ー
マ
総
督
に
よ
っ
て
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
執
行
を
命
じ
ら
れ
た
将
校
マ
ク
シ
ム
ス
も
改
宗
し
て
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
ら
と
と
も
に
殉
教
す
る
。
信
仰
を
公
に
し
た
カ
エ
キ
リ
ア
は
、
蒸
し
風
呂
の
刑
（
も
し
く
は
溺
死
に
よ
る
処
刑
）
に
処
さ
れ
る
が
、
一
昼
夜
高
温
の
蒸
気
に
晒
さ
れ
て
も
死
な
な
か
っ
た
た
め
、
総
督
は
斬
首
を
命
じ
た
。
処
刑
人
は
三
度
彼
女
の
首
を
切
り
つ
け
た
が
頭
を
落
と
せ
ず
、
血
の
海
に
浸
っ
た
彼
女
を
放
置
し
て
逃
げ
た
。
親
族
が
祈
り
看
病
す
る
中
、
カ
エ
キ
リ
ア
は
三
日
間
生
き
延
び
、
財
産
を
貧
者
に
分
け
、
自
宅
を
教
会
に
変
え
る
手
続
き
を
済
ま
せ
て
亡
く
な
っ
た
。
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
は
ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
カ
リ
ス
ト
ゥ
ス
の
カ
タ
コ
ン
ベ
に
遺
体
を
埋
葬
し
た
（
３
０
）
。 
 
カ
エ
キ
リ
ア
の
図
像
学
は
、
音
楽
の
守
護
聖
人
と
し
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
は
じ
め
楽
器
を
伴
う
も
の
が
代
表
的
で
あ
る
。
先
述
し
た
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
《
カ
エ
キ
リ
ア
の
法
悦
》
は
、
彼
女
が
地
上
の
音
楽
を
捨
て
て
天
使
の
歌
声
に
全
身
で
没
入
す
る
様
を
描
き
、
後
代
の
法
悦
図
像
の
参
照
源
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
の
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
カ
エ
キ
リ
ア
の
死
を
中
心
主
題
に
組
み
た
て
ら
れ
た
。 
 
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
は
、
一
五
九
一
年
に
叔
父
か
ら
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
－34－ 
 
堂
の
管
轄
権
を
継
承
し
た
頃
か
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ネ
リ
が
創
っ
た
オ
ラ
ト
リ
オ
会
に
接
近
し
、バ
ロ
ニ
ウ
ス
の
薫
陶
を
受
け
て
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
。
彼
は
、
初
期
教
会
を
復
興
す
る
思
想
に
基
づ
い
て
、
一
五
九
八
年
か
ら
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
体
を
探
す
大
規
模
な
発
掘
調
査
に
着
手
し
た
（
３
１
）
。
ま
ず
主
祭
壇
周
囲
の
地
下
か
ら
二
つ
の
石
棺
が
見
つ
か
っ
た
。
片
方
に
は
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
と
ル
キ
ウ
ス
の
遺
骸
、
他
方
に
は
カ
エ
キ
リ
ア
と
と
も
に
殉
教
し
た
夫
ら
三
人
の
亡
骸
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
枢
機
卿
は
、
修
道
女
た
ち
の
さ
ら
な
る
協
力
を
仰
い
で
、
主
祭
壇
の
下
を
掘
る
よ
う
に
指
示
し
た
（
３
２
）
。 
 
一
五
九
九
年
一
〇
月
二
〇
日
に
、
主
祭
壇
の
下
か
ら
三
つ
め
の
棺
が
発
見
さ
れ
た
。
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
は
「
信
頼
に
足
る
証
人
」
と
し
て
、
教
皇
代
理
枢
機
卿
の
副
官
だ
っ
た
テ
ア
テ
ィ
ノ
会
士
パ
オ
ロ
・
デ
・
ク
ル
テ
ィ
ス
、
ラ
テ
ラ
ノ
大
聖
堂
参
事
会
員
で
司
教
区
司
祭
省
秘
書
官
の
ヤ
コ
ポ
・
ブ
ツ
ィ
オ
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
ピ
エ
ト
ロ
・
ア
ラ
ゴ
ー
ナ
と
ピ
エ
ト
ロ
・
モ
ッ
ラ
を
呼
び
、
発
見
物
の
検
証
を
行
っ
た
。 
 
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
シ
オ
は
『
福
者
カ
エ
キ
リ
ア
の
受
難
の
歴
史
』
の
最
終
章
で
、
遺
骸
発
見
と
そ
の
後
の
経
緯
を
詳
述
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
発
掘
さ
れ
た
棺
を
覆
う
大
理
石
板
の
銘
文
に
は
、
教
皇
パ
ス
カ
リ
ス
一
世
（
在
位
八
一
七
―
八
二
四
）
が
ア
ッ
ピ
ア
街
道
沿
い
の
カ
タ
コ
ン
ベ
か
ら
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
体
を
掘
り
出
し
、
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ
に
聖
堂
を
建
て
て
そ
こ
に
埋
葬
し
直
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
（
３
３
）
。
こ
う
し
て
棺
の
中
身
は
三
世
紀
に
殉
教
し
た
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
骸
と
判
明
し
た
。
ボ
シ
オ
に
よ
れ
ば
、
糸
杉
の
棺
の
中
か
ら
絹
布
に
包
ま
れ
た
「
腐
敗
し
て
い
な
い
遺
体
」
が
発
見
さ
れ
た
。 
 
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
教
皇
の
代
理
で
バ
ロ
ニ
ウ
ス
が
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ
に
急
行
し
、
パ
ス
カ
リ
ス
一
世
の
銘
文
を
根
拠
に
聖
遺
物
の
正
統
性
が
確
認
さ
れ
る
と
、
教
皇
は
、
発
掘
さ
れ
た
す
べ
て
の
遺
物
を
カ
エ
キ
リ
ア
の
祝
日
（
一
一
月
二
二
日
）
ま
で
公
開
す
る
よ
う
命
じ
た
（
３
４
）
。 
 
発
見
さ
れ
た
聖
女
の
遺
体
は
、
完
全
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
棺
ご
と
柔
ら
か
な
絹
と
金
の
布
で
包
ま
れ
、
新
た
に
設
え
た
木
製
の
棺
に
納
め
ら
れ
て
聖
堂
の
一
室
に
置
か
れ
た
。
詰
め
か
け
た
群
衆
に
よ
る
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ら
に
周
囲
を
格
子
で
囲
ま
れ
た
（
３
５
）
。
そ
の
た
め
、
一
般
の
参
拝
者
が
「
完
全
な
姿
」
で
地
上
に
現
れ
た
聖
女
の
姿
を
実
見
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
カ
エ
キ
リ
ア
の
「
腐
ら
な
い
遺
体
」
が
ロ
ー
マ
に
引
き
起
こ
し
た
熱
狂
は
大
き
く
、
聖
女
の
祝
日
に
当
た
る
一
一
月
二
二
日
に
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
八
世
が
四
二
人
の
枢
機
卿
、
各
国
外
交
官
、
元
老
院
議
員
を
連
れ
て
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
を
訪
れ
、
自
ら
祝
日
の
ミ
サ
を
挙
げ
た
際
は
、
秩
序
維
持
の
た
め
ス
イ
ス
衛
兵
が
出
動
し
た
（
３
６
）
。
聖
務
の
後
、
枢
機
卿
た
ち
の
手
で
遺
骸
が
木
の
棺
ご
と
主
祭
壇
に
運
ば
れ
、
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
が
四
三
九
二
ス
ク
ー
デ
ィ
を
か
け
て
作
ら
せ
た
銀
の
櫃
に
収
め
ら
れ
た
（
３
７
）
。
こ
う
し
て
聖
女
の
遺
骸
が
公
開
さ
れ
る
と
、
年
末
に
幕
開
け
し
た
大
聖
年
に
は
膨
大
な
数
の
巡
礼
者
が
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
に
殺
到
し
た
。 
 
ア
ン
ト
ニ
オ･
ボ
シ
オ
は
、ロ
ー
マ
市
民
の
間
に
カ
エ
キ
リ
ア
崇
拝
が
燃
え
上
が
っ
た
さ
ま
を
報
じ
る
く
だ
り
で
、
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
骸
が
公
に
展
示
さ
れ
た
時
の
驚
く
べ
き
様
子
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
深
い
記
述
を
残
し
て
い
る
。 
 
至
る
と
こ
ろ
に
花
々
が
飾
ら
れ
、
金
銀
の
布
で
あ
た
り
は
輝
い
た
。
さ
ら
に
燭
台
、
銀
の
ラ
ン
プ
、
蝋
燭
が
隅
々
ま
で
明
る
く
照
ら
し
だ
し
た
。
香
水
や
薫
香
は
必
要
な
か
っ
た
。
い
と
も
聖
な
る
処
女
の
驚
く
べ
き
神
聖
な
る
遺
体
そ
の
も
の
が
、
薔
薇
や
白
百
合
の
よ
う
な
こ
の
上
な
く
甘
美
な
る
芳
香
を
発
散
し
た
の （３
だ ８）
。 
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カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
体
を
巡
る
語
り
は
、一
六
世
紀
後
半
に
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
に
尽
力
し
、
ロ
ヨ
ラ
や
ネ
リ
と
と
も
に
列
聖
さ
れ
た
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ
ア
（
一
五
一
五
―
八
二
）
の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
想
起
さ
せ
る
。
生
前
、
天
使
に
神
の
愛
の
矢
で
身
体
を
貫
か
れ
る
法
悦
を
体
験
し
た
彼
女
の
体
は
、
死
ぬ
直
前
か
ら
強
い
芳
香
を
発
散
し
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
一
五
八
二
年
に
ア
ル
バ
の
修
道
院
で
没
し
た
後
も
、
遺
体
の
埋
葬
後
も
芳
香
は
続
き
、
墓
か
ら
は
白
百
合
の
濃
厚
な
香
り
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、
ス
ミ
レ
の
花
の
香
り
が
し
た
。
修
道
女
た
ち
が
墓
を
掘
り
返
す
と
、
木
棺
や
死
に
装
束
は
朽
ち
て
泥
く
さ
か
っ
た
が
、
遺
骸
は
腐
ら
ず
完
全
な
状
態
で
芳
香
を
発
し
て
い
た
。
こ
の
奇
跡
を
知
っ
た
カ
ル
メ
ル
会
士
た
ち
は
、
夜
陰
に
紛
れ
て
ひ
そ
か
に
棺
を
ア
ビ
ラ
に
移
し
、
外
科
医
に
遺
体
の
検
分
を
さ
せ
た
。
外
科
医
は
、
テ
レ
ジ
ア
の
遺
体
に
は
防
腐
処
理
が
施
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
の
に
、
腐
敗
せ
ず
甘
い
香
り
を
出
し
続
け
て
い
る
と
報
告
し
た
（
３
９
）
。 
 
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
た
ち
が
、
同
時
代
の
「
生
け
る
聖
女
」
テ
レ
ジ
ア
の
奇
跡
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
意
識
し
て
い
た
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
一
六
世
紀
前
半
の
エ
レ
ナ
・
ド
ゥ
リ
オ
リ
・
ダ
ッ
ロ
リ
オ
と
異
な
り
、
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
体
も
テ
レ
ジ
ア
と
同
じ
く
、
解
剖
と
防
腐
処
理
と
い
う
具
体
的
な
理
由
な
く
し
て
腐
ら
ず
芳
香
を
発
し
た
の
で
あ
る
。 
 
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
の
装
飾
事
業 
 
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
で
は
、
地
下
の
ク
リ
プ
タ
の
墓
所
が
完
成
す
る
と
、
聖
女
の
遺
骸
は
そ
こ
に
埋
葬
し
直
さ
れ
た
（
４
０
）
。
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
は
、
お
そ
ら
く
カ
エ
キ
リ
ア
の
聖
な
る
遺
体
の
代
わ
り
に
、
聖
堂
主
祭
壇
に
置
く
彫
像
を
若
手
彫
刻
家
の
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
マ
デ
ル
ノ
（
一
五
七
〇
―
一
六
三
六
）
に
依
頼
し
、
ま
る
で
遺
骸
が
祭
壇
下
の
ニ
ッ
チ
に
横
た
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
主
祭
壇
を
建
設
し
た
【
図
１
～
３
】。 
 
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
マ
デ
ル
ノ
の
出
自
と
修
行
時
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
装
飾
に
も
参
加
し
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
リ
オ
ー
ネ
（
一
五
六
六
―
一
六
四
三
）
は
、
マ
デ
ル
ノ
伝
に
「
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
」
出
身
と
書
い
た
が
、
近
年
の
研
究
で
ロ
ー
マ
近
郊
の
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
出
身
と
判
明
し
た
。
建
築
家
カ
ル
ロ
・
マ
デ
ル
ノ
と
の
親
戚
関
係
は
ヒ
ッ
バ
ー
ド
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
カ
ル
ロ
は
一
七
世
紀
初
頭
の
建
築
装
飾
に
同
姓
の
ス
テ
フ
ァ
ノ
を
起
用
し
て
い
る
。
ス
テ
フ
ァ
ノ
は
一
一
歳
の
時
に
母
親
か
ら
彫
刻
家
の
道
を
示
唆
さ
れ
、
一
五
八
四
年
か
ら
一
五
九
一
年
頃
ま
で
フ
ラ
ン
ド
ル
出
身
の
彫
刻
家
ニ
ッ
コ
ロ
・
ピ
ペ
ル
・
ダ
ラ
ス
の
ロ
ー
マ
の
工
房
で
彫
刻
家
の
修
業
を
積
ん
だ
。
ピ
ペ
ル
は
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
大
聖
堂
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
装
飾
に
参
加
し
て
お
り
、
若
き
ス
テ
フ
ァ
ノ
も
制
作
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
の
委
嘱
を
受
け
る
ま
で
の
作
品
に
、《
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
》
像
（
一
五
九
七
年
頃
、
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
）、
シ
エ
ナ
出
身
で
ロ
ー
マ
で
活
動
し
た
金
細
工
師
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ト
ゥ
ル
コ
の
仲
介
で
、
シ
エ
ナ
の
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
聖
バ
ル
バ
ラ
礼
拝
堂
の
た
め
に
制
作
し
た
彫
像
と
浮
彫
（
一
五
九
七
―
九
八
）
が
あ
る
（
４
１
）
。 
 
枢
機
卿
は
ま
た
、
聖
女
の
遺
体
再
発
見
を
記
念
す
る
伝
記
版
画
の
た
め
、
シ
エ
ナ
出
身
の
画
家
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ヴ
ァ
ン
ニ
（
一
五
六
三
―
一
六
一
〇
）
に
原
画
を
注
文
し
た
（
４
２
）
【
図
４
】。
ヴ
ァ
ン
ニ
は
一
五
八
〇
年
代
前
半
に
ロ
ー
マ
で
修
行
し
た
後
も
、
一
五
九
二
～
九
三
年
に
短
期
だ
が
ロ
ー
マ
で
過
ご
し
た
。
彼
は
バ
ロ
ニ
ウ
ス
と
非
常
に
親
し
く
、
一
五
九
九
年
に
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
が
シ
エ
ナ
に
滞
在
し
た
際
に
バ
ロ
ニ
ウ
ス
を
介
し
て
信
頼
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
ン
ニ
は
歴
史
あ
る
聖
画
像
を
組
み
込
ん
だ
祭
壇
画
を
シ
エ
ナ
や
バ
ロ
ニ
ウ
ス
の
故
郷
ソ
ー
ラ
の
た
め
に
多
く
制
作
し
て
お
り
、
彼
か
ら
聖
画
像
崇
拝
の
推
進
や
初
期
キ
リ
ス
ト
教
リ
バ
イ
バ
ル
に
よ
る
聖
遺
物
崇
拝
の
意
義
を
よ
く
学
ん
で
い
－36－ 
 
た
。
大
聖
年
の
一
六
〇
〇
年
に
ロ
ー
マ
を
再
訪
し
た
ヴ
ァ
ン
ニ
は
、
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
の
依
頼
を
受
け
て
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
殉
教
聖
女
の
伝
記
図
像
を
創
出
し
た
（
４
３
）
。 
 
遺
骸
が
埋
葬
さ
れ
た
ク
リ
プ
タ
は
、
内
陣
の
真
下
に
位
置
し
、
聖
堂
右
側
の
廊
下
で
地
上
と
連
絡
し
て
い
る
。
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
は
、
新
た
な
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
ク
リ
プ
タ
の
装
飾
事
業
も
行
っ
た
（
４
４
）
。
彼
は
廊
下
の
両
端
の
祭
壇
の
た
め
に
、
バ
リ
オ
ー
ネ
に
殉
教
処
女
聖
女
の
祭
壇
画
（
一
六
〇
〇
―
〇
二
）
を
委
嘱
し
た
（
４
５
）
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
ヴ
ァ
ン
ニ
を
起
用
し
、
地
下
墓
地
中
央
の
主
祭
壇
の
ル
ネ
ッ
タ
装
飾
と
し
て
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
死
》（
一
六
〇
一
）
を
描
か
せ
た
（
４
６
）
【
図
５
】。 
 
す
で
に
経
験
と
評
価
を
得
た
画
家
た
ち
に
加
え
て
、
枢
機
卿
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
若
き
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
（
一
五
七
五
―
一
六
四
二
）
に
も
複
数
の
絵
画
を
依
頼
し
た
。
両
者
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
一
七
世
紀
の
伝
記
作
家
が
述
べ
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ン
ニ
の
仲
介
で
レ
ー
ニ
が
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
の
装
飾
事
業
に
起
用
さ
れ
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
４
７
）
。
枢
機
卿
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
い
た
レ
ー
ニ
に
か
の
地
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
ン
・
モ
ン
テ
聖
堂
に
あ
っ
た
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
法
悦
》
の
複
製
を
依
頼
し
た
。
先
に
触
れ
た
一
六
世
紀
の
「
生
け
る
聖
女
」、
エ
レ
ナ
・
ド
ゥ
リ
オ
リ
・
ダ
ッ
ロ
リ
オ
の
た
め
に
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
が
制
作
し
た
有
名
な
祭
壇
画
で
あ
る
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
芸
術
家
列
伝
（
一
六
七
八
）
を
書
い
た
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ー
ア
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
出
身
の
フ
ァ
ッ
キ
ネ
ッ
テ
ィ
枢
機
卿
が
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
法
悦
》
の
複
製
を
注
文
し
、
レ
ー
ニ
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
制
作
し
て
ロ
ー
マ
に
送
っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
行
き
先
を
記
し
て
い
な
い
（
４
８
）
。
レ
ー
ニ
に
よ
る
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
複
製
画
は
、
一
六
〇
〇
年
一
二
月
半
ば
ま
で
に
ロ
ー
マ
に
送
ら
れ
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
の
ク
リ
プ
タ
を
飾
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
４
９
）
。
レ
ー
ニ
は
ま
た
、
カ
エ
キ
リ
ア
が
最
初
の
拷
問
（
蒸
し
風
呂
の
刑
）
を
受
け
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
る
ク
リ
プ
タ
の
バ
ー
ニ
ョ
（
風
呂
）
礼
拝
堂
の
た
め
に
、
カ
エ
キ
リ
ア
の
殉
教
【
図
６
】
と
天
使
の
祝
福
（
一
六
〇
一
）
も
担
当
し
た
（
５
０
）
。
た
だ
し
、
こ
の
二
点
は
ヴ
ァ
ン
ニ
の
構
想
に
従
っ
て
描
か
れ
た
た
め
、
一
連
の
仕
事
で
レ
ー
ニ
が
独
創
性
を
発
揮
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
５
１
）
。
枢
機
卿
は
レ
ー
ニ
の
才
能
を
試
し
た
か
、
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
彼
に
図
像
考
案
の
自
由
を
許
し
て
い
な
い
。 
 
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
像
を
提
示
し
た
の
だ
ろ
う
。 
 
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ヴ
ァ
ン
ニ
が
原
画
を
手
が
け
た
一
枚
版
画
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
墓
と
生
涯
》【
図
４
】
は
、
聖
女
伝
を
図
解
し
、
遺
骸
の
再
発
見
を
周
知
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
版
画
の
中
央
に
当
時
完
成
し
た
ば
か
り
の
主
祭
壇
と
マ
デ
ル
ノ
の
彫
像
が
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
周
り
を
聖
女
伝
の
主
要
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
た
九
個
の
場
面
が
囲
み
聖
女
の
生
涯
が
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
表
さ
れ
て
い
る
。
左
側
の
四
場
面
に
は
カ
エ
キ
リ
ア
が
信
仰
と
処
女
を
貫
き
、
夫
を
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
さ
せ
る
ま
で
の
物
語
が
、
中
央
頂
点
に
カ
エ
キ
リ
ア
と
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
に
天
使
が
冠
を
授
け
る
場
面
、
右
側
の
四
つ
に
は
殉
教
ま
で
の
物
語
が
配
さ
れ
た
。 
 
聖
女
伝
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
う
ち
、
彼
女
の
死
に
関
わ
る
場
面
は
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
カ
エ
キ
リ
ア
の
殉
教
を
見
て
み
る
と
、
伝
記
版
画
で
は
、
右
下
の
最
後
の
場
面
に
、
ロ
ー
マ
総
督
の
命
令
で
自
宅
で
蒸
し
風
呂
と
斬
首
の
刑
に
処
さ
れ
る
カ
エ
キ
リ
ア
が
描
か
れ
た
。
中
央
に
、
熱
せ
ら
れ
た
風
呂
釜
に
入
っ
た
聖
女
が
裸
の
胸
の
上
で
両
手
を
交
差
さ
せ
、
目
を
閉
じ
た
ま
ま
頭
を
右
に
傾
け
て
首
筋
を
見
せ
て
い
る
。
右
後
ろ
の
陰
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
処
刑
人
が
右
手
の
剣
を
勢
い
よ
く
振
り
か
ぶ
り
今
に
も
切
り
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
俗
語
で
書
か
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
聖
女
が
「
三
度
首
を
切
り
つ
－37－ 
 
け
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
一
方
、
聖
堂
ク
リ
プ
タ
の
《
殉
教
》【
図
６
】
で
、
レ
ー
ニ
は
蒸
し
風
呂
の
刑
を
省
き
、
縦
長
の
画
面
を
生
か
し
て
最
期
の
斬
首
の
場
面
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。
聖
女
は
両
腕
を
掲
げ
た
オ
ラ
ン
ス
の
ポ
ー
ズ
で
跪
き
、
背
後
で
半
裸
の
処
刑
人
が
両
手
で
剣
を
振
り
か
ぶ
っ
て
い
る
。
斬
首
直
前
の
聖
女
は
、
首
を
左
に
傾
げ
、
早
く
も
雲
間
か
ら
現
れ
た
花
冠
を
も
つ
小
天
使
の
ほ
う
に
目
線
を
上
げ
て
い
る
。レ
ー
ニ
が
こ
こ
で
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
が
描
い
た
《
法
悦
》
中
の
聖
女
を
模
倣
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 
 
聖
女
の
生
涯
を
確
認
し
た
後
で
、
最
後
に
カ
エ
キ
リ
ア
の
死
と
遺
体
が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
、
展
示
さ
れ
、
記
憶
に
残
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。 
 
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
死
と
遺
骸
の
表
象
／
展
示
／
記
憶 
 
主
祭
壇
を
飾
る
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
マ
デ
ル
ノ
の
《
カ
エ
キ
リ
ア
》
像
は
、
右
脇
を
下
に
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る【
図
１
～
３
】。布
が
巻
か
れ
た
頭
部
が
右
に
ね
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
参
拝
者
か
ら
聖
女
の
表
情
は
見
え
な
い
。
髪
の
毛
が
布
の
中
に
か
き
あ
げ
ら
れ
て
露
わ
に
な
っ
た
細
い
首
筋
に
、
斬
首
の
刑
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
三
本
の
切
り
傷
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
三
本
の
傷
は
聖
女
が
斬
首
に
処
さ
れ
て
か
ら
絶
命
す
る
ま
で
三
日
間
苦
し
ん
だ
こ
と
を
象
徴
す
る
。
い
ち
ば
ん
深
い
傷
口
の
端
に
血
の
塊
が
四
つ
ほ
ど
溜
ま
り
、
顎
の
ほ
う
に
垂
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
る
で
切
ら
れ
た
ば
か
り
の
よ
う
だ
。
両
腕
は
体
の
前
に
投
げ
出
さ
れ
、
右
手
は
人
差
し
指
と
中
指
、
左
手
は
人
差
し
指
が
延
ば
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
の
か
た
ち
は
、
堅
い
信
仰
を
証
す
る
聖
三
位
一
体
の
印
と
解
釈
さ
れ
た
。
体
を
ゆ
る
く
包
む
布
地
の
先
か
ら
、
裸
足
の
足
が
見
え
て
い
る
。 
 
こ
の
記
念
碑
的
な
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
像
は
、
バ
リ
オ
ー
ネ
が
マ
デ
ル
ノ
伝
に
残
し
た
記
述
を
も
と
に
「
ま
さ
に
発
見
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
の
姿
で
、
主
祭
壇
の
下
に
置
か
れ
た
、
非
常
に
敬
虔
な
聖
女
」
の
姿
を
永
遠
に
留
め
た
作
品
と
評
さ
れ
て
き
た
（
５
２
）
。 
 
バ
リ
オ
ー
ネ
が
こ
う
書
い
た
根
拠
は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
シ
オ
に
よ
る
遺
体
発
見
の
公
式
記
録
と
、
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
が
主
祭
壇
前
の
床
に
刻
ん
だ
銘
文
で
あ
る
。
バ
ロ
ニ
ウ
ス
は
「
史
的
真
実
」
の
追
求
者
と
し
て
、
目
撃
し
た
事
実
に
即
し
て
遺
体
の
様
子
を
記
述
し
た
よ
う
だ
が
、
ボ
シ
オ
は
「
完
全
な
」
姿
す
な
わ
ち
「
腐
敗
し
て
い
な
い
」
全
身
像
で
発
見
さ
れ
、
大
理
石
像
は
そ
の
ま
ま
の
姿
を
象
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
５
３
）
。
同
じ
こ
と
は
、
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
の
銘
文
に
も
繰
り
返
さ
れ
、
公
式
的
事
実
に
な
っ
た
。「
こ
れ
が
い
と
も
聖
な
る
処
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
似
姿
で
あ
り
、
墓
に
完
全
な
姿
で
横
た
わ
る
の
を
私
自
身
が
見
て
、
汝
の
た
め
に
大
理
石
で
表
現
さ
せ
た
像
で
あ
る
（
５
４
」 ）
。
ヴ
ァ
ン
ニ
の
伝
記
版
画
で
も
、
中
央
の
マ
デ
ル
ノ
の
像
の
傍
に
、「
一
五
九
九
年
一
〇
月
二
〇
日
に
、
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
の
枢
機
卿
に
よ
っ
て
同
聖
女
に
捧
げ
た
聖
堂
の
主
祭
壇
下
の
木
製
の
棺
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
ま
ま
の
、
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
骸
」
と
あ
る
。 
 
一
九
世
紀
の
美
術
史
家
や
エ
ミ
ー
ル
・
マ
ー
ル
は
、
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
マ
デ
ル
ノ
が
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
ら
と
と
も
に
遺
体
を
間
近
で
見
て
、
そ
の
強
烈
な
印
象
を
大
理
石
像
に
表
し
た
と
解
釈
し
て
き
た
（
５
５
）
。
し
か
し
、
遺
骸
発
見
の
現
場
、
そ
の
後
の
検
分
、
ま
た
一
一
月
二
二
日
の
教
皇
に
よ
る
祝
日
ミ
サ
と
主
祭
壇
下
へ
の
遺
骸
の
移
動
に
マ
デ
ル
ノ
が
立
ち
会
っ
た
形
跡
は
な
く
、
発
見
さ
れ
た
ま
ま
の
遺
骸
を
見
る
と
い
う
、
少
数
の
高
位
聖
職
者
に
限
ら
れ
た
特
権
に
彼
が
預
か
っ
た
可
能
性
は
低
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
シ
オ
も
遺
骸
を
実
見
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
バ
ロ
ニ
ウ
ス
も
、
聖
女
の
処
女
性
と
聖
性
を
象
徴
す
る
「
完
全
な
姿
」
を
損
な
う
の
を
恐
れ
て
、
あ
る
い
は
聖
遺
物
の
保
存
状
態
が
変
わ
る
の
を
恐
れ
て
、
遺
骸
を
覆
っ
て
い
た
布
を
は
が
さ
ず
外
観
の
観
察
に
留
め
た
と
推
測
さ
れ
る
（
５
６
）
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
棺
に
入
っ
て
い
た
の
は
、
マ
デ
ル
ノ
－38－ 
 
の
大
理
石
像
の
よ
う
な
み
ず
み
ず
し
い
遺
体
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 
 
こ
の
疑
念
に
答
え
る
資
料
が
、
モ
ン
タ
ナ
ー
リ
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
。
匿
名
の
著
者
に
よ
る
手
稿
テ
ク
ス
ト
に
は
、
発
掘
さ
れ
た
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
骸
を
実
見
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
五
九
九
年
一
〇
月
二
〇
日
に
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
か
ら
棺
の
検
分
に
呼
ば
れ
た
四
人
の
う
ち
の
誰
か
が
書
い
た
可
能
性
が
高
い
。
最
も
重
要
な
の
は
文
書
に
添
え
ら
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
で
、
木
の
棺
に
収
め
ら
れ
た
聖
女
の
遺
体
が
描
か
れ
て
い
る
（
５
７
）
【
図
７
】。
こ
の
著
者
が
真
実
を
記
録
し
た
と
す
れ
ば
、
実
際
の
遺
体
は
ご
く
一
般
的
な
死
者
と
同
じ
く
、
横
向
き
で
は
な
く
仰
向
け
に
横
た
え
ら
れ
、
手
は
下
腹
部
の
上
で
組
ま
れ
て
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
肩
よ
り
上
は
ペ
ン
で
乱
暴
に
線
が
引
か
れ
て
い
て
頭
部
が
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
布
地
の
塊
に
見
え
な
く
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
本
文
で
は
「
右
脇
を
下
に
両
膝
を
曲
げ
て
横
た
わ
り
、
真
っ
白
い
絹
の
衣
を
身
に
つ
け
、
裸
足
で
両
手
を
合
わ
せ
、
頭
部
は
細
い
金
糸
の
ヴ
ェ
ー
ル
で
覆
わ
れ
顔
全
体
と
髪
が
透
け
て
見
え
る
。
完
全
な
柔
ら
か
い
姿
は
ま
る
で
今
日
亡
く
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
」
と
、
ス
ケ
ッ
チ
と
矛
盾
す
る
記
述
を
し
て
い
る
（
５
８
）
。
む
し
ろ
、
マ
デ
ル
ノ
の
大
理
石
像
を
描
写
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
ボ
シ
オ
、
匿
名
の
目
撃
者
、
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
は
、「
埋
葬
時
の
ま
ま
、
腐
ら
ず
完
全
な
姿
を
留
め
て
発
見
さ
れ
た
」
と
い
う
共
通
し
た
語
り
を
残
し
た
が
、
こ
れ
は
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
体
発
掘
の
特
異
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
聖
人
崇
拝
の
文
学
的
ト
ポ
ス
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
長
く
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
違
い
埋
葬
時
の
姿
の
忠
実
な
再
現
で
な
け
れ
ば
、
マ
デ
ル
ノ
の
《
カ
エ
キ
リ
ア
》
は
何
に
依
拠
し
て
造
形
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
『
教
皇
の
書
（L
ib
er P
o
n
tifica
lis
）』
に
よ
る
と
、
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
聖
遺
物
の
う
ち
最
も
聖
性
が
高
い
と
見
な
さ
れ
た
頭
蓋
骨
は
、
教
皇
パ
ス
カ
リ
ス
一
世
（
在
位
八
一
七
―
二
四
）
に
よ
っ
て
九
世
紀
初
頭
に
切
断
さ
れ
て
特
別
な
銀
製
の
聖
遺
物
櫃
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
八
四
八
年
か
ら
四
九
年
の
間
に
、
レ
オ
四
世
（
在
位
八
四
七
―
五
五
）
か
ら
聖
遺
物
櫃
ご
と
サ
ン
テ
ィ
・
ク
ア
ト
ロ
・
コ
ロ
ナ
ー
テ
ィ
修
道
院
に
寄
贈
さ
れ
た
（
５
９
）
。
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
も
バ
ロ
ニ
ウ
ス
も
当
然
こ
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。だ
と
す
れ
ば
、
腐
ら
ず
「
完
全
な
」
姿
を
と
ど
め
た
ま
ま
発
見
さ
れ
た
と
い
う
語
り
は
、
や
は
り
枢
機
卿
ら
の
演
出
と
捉
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う （６
だ ０）
。 
 
ボ
シ
オ
は
、
遺
骸
の
長
さ
を
五
パ
ル
ミ
半
（
約
一
二
三
セ
ン
チ
）
と
記
し
て
い
る
（
６
１
）
。
二
〇
〇
一
年
の
《
カ
エ
キ
リ
ア
》
像
修
復
報
告
書
に
よ
る
と
、
彫
像
は
長
さ
一
三
〇
．
五
セ
ン
チ
、
奥
行
き
四
九
セ
ン
チ
（
左
側
）・
四
五
．
五
セ
ン
チ
（
右
側
）、
高
さ
約
三
七
セ
ン
チ
で
あ
る
（
６
２
）
。
こ
の
違
い
は
、
遺
骸
に
欠
け
て
い
た
頭
部
を
彫
刻
家
が
つ
け
足
し
、
身
体
を
屈
曲
さ
せ
て
彫
像
に
仕
上
げ
た
と
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
だ
ろ
う
。 
 
横
向
き
に
寝
そ
べ
る
カ
エ
キ
リ
ア
の
図
像
源
は
こ
れ
ま
で
複
数
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
、《
瀕
死
の
ペ
ル
シ
ャ
人
》
は
、
一
五
一
四
年
に
ロ
ー
マ
の
カ
ン
ポ
・
マ
ル
ツ
ォ
近
く
の
古
代
浴
場
跡
か
ら
出
土
し
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
彫
刻
で
、
一
七
世
紀
初
頭
に
は
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
宮
殿
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
【
図
８
】。
そ
の
横
向
き
に
倒
れ
て
両
腕
を
体
の
前
で
交
差
さ
せ
る
ポ
ー
ズ
は
、
マ
デ
ル
ノ
の
直
接
の
霊
感
源
に
ふ
さ
わ
し
い
（
６
３
）
。 
 
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
マ
デ
ル
ノ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
研
究
を
上
梓
し
た
エ
コ
ノ
モ
ポ
ウ
ロ
ス
は
、
マ
ル
ク
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
帝
の
円
柱
の
下
層
に
彫
ら
れ
た
、《
首
を
切
ら
れ
て
倒
れ
る
蛮
族
》
の
浮
彫
と
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
原
案
、
ラ
イ
モ
ン
デ
ィ
翻
刻
に
よ
る
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
殉
教
》
を
参
照
源
の
候
補
に
挙
げ
た
（
６
４
）
。
こ
こ
に
使
わ
れ
た
蛮
族
の
ポ
ー
ズ
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
構
想
に
基
づ
く《
聖
パ
ウ
ロ
の
斬
首
と
聖
ペ
テ
ロ
の
磔
刑
》（
一
五
八
〇
年
代
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
教
皇
宮
殿
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
の
間
）
で
、
聖
パ
ウ
ロ
の
遺
体
に
用
い
ら
－39－ 
 
れ
た
（
６
５
）
【
図
９
】。
両
腕
を
身
体
の
前
に
投
げ
出
し
た
姿
は
、
マ
デ
ル
ノ
の
《
カ
エ
キ
リ
ア
》
に
一
番
近
い
。
マ
デ
ル
ノ
に
と
っ
て
聖
三
位
一
体
の
印
を
結
ん
だ
手
を
強
調
す
る
た
め
、
両
腕
を
前
に
出
す
造
形
が
必
要
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
た
だ
右
脇
を
下
に
横
た
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
腕
の
状
態
に
も
留
意
し
て
参
照
源
を
選
ん
だ
は
ず
だ
。
何
よ
り
も
、
蛮
族
の
男
よ
り
も
使
徒
パ
ウ
ロ
の
ほ
う
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
殉
教
聖
人
と
い
う
点
で
殉
教
聖
女
像
の
モ
デ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
マ
デ
ル
ノ
の
大
理
石
彫
刻
は
、
再
発
見
さ
れ
た
遺
骸
の
忠
実
な
再
現
で
は
な
く
、
古
代
彫
刻
と
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
を
モ
デ
ル
に
考
案
さ
れ
た
新
し
い
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
像
で
あ
っ
た
。 
 
興
味
深
い
こ
と
に
、
ヴ
ァ
ン
ニ
が
ク
リ
プ
タ
の
た
め
に
描
い
た
カ
エ
キ
リ
ア
も
右
脇
を
下
に
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
【
図
５
】。
ま
る
で
彫
像
に
基
づ
い
て
構
想
し
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
死
後
の
姿
を
表
し
た
マ
デ
ル
ノ
の
彫
像
と
異
な
り
、
ヴ
ァ
ン
ニ
の
聖
女
は
ま
だ
瀕
死
の
状
態
で
、
倒
れ
た
ま
ま
こ
ち
ら
を
見
上
げ
て
い
る
。
両
腕
を
胸
の
前
で
交
差
さ
せ
る
従
順
の
ポ
ー
ズ
は
、
殉
教
に
よ
る
死
を
受
け
入
れ
る
聖
女
の
固
い
信
仰
を
表
す
。
ヴ
ァ
ン
ニ
は
、
斬
首
の
刑
に
処
さ
れ
て
か
ら
三
日
間
苦
し
ん
だ
と
い
う
聖
女
伝
の
記
述
を
、
首
か
ら
血
を
流
し
て
最
期
の
苦
し
み
に
耐
え
る
姿
と
し
て
解
釈
し
た
。 
 
同
じ
姿
勢
で
横
た
わ
る
聖
女
像
が
聖
堂
の
主
祭
壇
と
地
下
の
ク
リ
プ
タ
に
二
度
表
さ
れ
た
点
に
、
聖
な
る
遺
骸
が
あ
る
地
下
の
墓
と
そ
の
上
の
主
祭
壇
を
結
び
つ
け
る
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
ま
ず
ク
リ
プ
タ
に
降
り
て
墓
を
訪
れ
た
参
拝
者
は
、
レ
ー
ニ
の
殉
教
図
と
ヴ
ァ
ン
ニ
の
臨
終
の
図
像
を
通
し
て
カ
エ
キ
リ
ア
が
受
け
た
拷
問
の
苦
し
み
と
臨
終
の
姿
を
目
と
心
に
焼
き
付
け
る
【
図
５
・
６
】。
そ
の
上
で
聖
堂
に
戻
っ
て
主
祭
壇
の
前
に
跪
き
、
大
理
石
像
に
祈
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
埋
葬
さ
れ
た
聖
女
の
姿
と
受
け
止
め
る
よ
う
想
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
黒
大
理
石
の
闇
か
ら
白
く
浮
か
び
上
が
る
聖
女
像
は
絶
命
し
た
ば
か
り
の
よ
う
に
生
々
し
い
【
図
１
】。
遺
体
再
発
見
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
参
拝
者
に
は
、
三
世
紀
に
殉
教
し
て
か
ら
一
三
〇
〇
年
も
の
間
、
腐
敗
す
る
こ
と
な
く
埋
葬
時
の
完
全
な
姿
を
保
っ
た
と
い
う
、
聖
な
る
遺
体
そ
の
も
の
に
見
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
人
は
誰
し
も
死
と
肉
体
の
腐
敗
を
免
れ
な
い
運
命
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、
腐
敗
し
な
い
遺
体
は
聖
人
の
証
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
幻
視
体
験
や
預
言
に
よ
っ
て
崇
敬
を
集
め
、「
聖
性
の
芳
香
」
を
ま
と
っ
て
こ
の
世
を
去
っ
た
「
生
け
る
聖
女
」
た
ち
へ
の
信
仰
は
、
防
腐
の
技
術
に
あ
る
程
度
支
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
五
九
九
年
に
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
体
が
再
発
見
さ
れ
、
腐
ら
な
い
完
全
な
姿
を
留
め
た
と
い
う
語
り
が
広
め
ら
れ
る
と
、
彼
女
の
遺
骸
は
特
別
な
死
が
実
在
す
る
証
拠
と
な
っ
た
。
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
マ
デ
ル
ノ
の
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
》
像
は
、
腐
敗
す
る
こ
と
の
な
い
滑
ら
か
な
白
大
理
石
で
聖
な
る
遺
骸
を
永
遠
に
留
め
た
。
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
・
イ
ン
・
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ
聖
堂
の
主
祭
壇
の
前
に
跪
く
と
、
色
大
理
石
の
枠
に
縁
取
ら
れ
た
黒
大
理
石
の
ニ
ッ
チ
に
真
っ
白
な
彫
像
が
横
た
わ
る
様
が
、
棺
に
納
め
ら
れ
た
聖
人
の
遺
骸
に
見
え
て
く
る
。
マ
デ
ル
ノ
の
《
カ
エ
キ
リ
ア
》
は
ク
リ
プ
タ
に
埋
め
ら
れ
た
聖
女
の
「
腐
ら
な
い
」
聖
な
る
遺
骸
の
シ
ュ
ミ
ラ
ク
ル
と
な
っ
た
。
カ
エ
キ
リ
ア
の
遺
骸
が
「
薔
薇
や
白
百
合
の
よ
う
な
こ
の
上
な
く
甘
美
な
る
芳
香
」
を
発
し
た
よ
う
に
、
こ
の
像
も
ま
た
聖
女
の
死
を
祝
福
さ
れ
た
死
と
し
て
記
憶
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。 
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ダ
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検
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経
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排
泄
物
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歯
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顔
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瞳
孔
を
観
察
し
て
、
彼
女
が
疾 
患
を
患
っ
て
い
な
い
こ
と
、
悪
魔
憑
き
で
も
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 
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そ
の
後
も
彼
女
の
聖
性
を
確
認
す
る
た
め
一
一
月
初
旬
と
十 
二
月
に
も
検
死
・
解
剖
が
行
わ
れ
た
。
す
で
に
遺
体
の
大
部
分
は
腐
敗
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目
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e
ta
n
o
 
M
o
ro
n
i, 
D
izio
n
a
rio
 
d
i 
e
ru
d
izio
n
i 
e
c
c
le
sia
stic
i, 
V
e
n
e
z
ia
, 
T
ip
o
g
rafia 
E
m
ilian
a, 
1
0
3
v
o
ls., 
1
8
4
0
-1
8
6
1
, 
V
I, 
p
p
. 
2
0
1
-2
0
2
, 
V
, 
p
. 
2
7
7
, 
 
X
X
I, p
. 1
6
1
-6
2
.
「
ブ
ッ
ラ
修
道
士
」
は
教
皇
庁
尚
書
院
か
ら
発
布
さ
れ
る
教 
皇
勅
書
に
印
璽
を
押
す
役
職
で
伝
統
的
に
シ
ト
ー
派
修
道
士
が
担
っ
た
。「
ピ 
ニ
ョ
ッ
タ
修
道
士
」
は
教
皇
の
施
し
の
世
話
を
す
る
役
職
で
、
聖
木
曜
日
に 
教
皇
が
貧
者
の
足
を
洗
う
洗
足
式
の
物
品
を
財
務
官
と
と
も
に
手
配
す
る
。 
－42－ 
 
（
２５
）
一
五
八
五
年
リ
ヨ
ン
版
を
参
照
し
た
。G
u
y
 
d
e 
C
h
au
liac, 
C
h
irvrg
ia
 
M
a
g
n
a
 
 
G
u
id
o
n
is D
e G
a
vlia
co
..., L
v
g
d
v
n
i, 1
5
8
5
, tract. 6
, d
o
ct. I, ch
. 8
. 
（
２６
）G
u
y
 d
e C
h
au
liac, o
p
.cit., p
. 2
7
4
. 
（
２７
）
一
七
世
紀
に
出
版
さ
れ
た
ペ
ニ
シ
ェ
ー
ル
の
防
腐
指
南
書
に
は
、
当
時
の
防 
 
 
 
腐
処
理
プ
ロ
セ
ス
が
材
料
と
と
も
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。L
o
u
is P
en
ich
er, 
 
T
ra
ité d
es em
b
a
u
m
em
en
ts selo
 les a
n
cien
s et les m
o
d
ern
es, P
aris, 1
6
6
9
. 
（
２８
）A
n
to
n
io
 
B
o
sio
, 
R
o
m
a
 
so
tte
rra
n
e
a
 
(1
6
3
2
), 
R
o
m
a
, 
Q
u
a
sa
r, 
1
9
9
8
. 
（
２９
）A
lex
an
d
ra 
H
erz, 
“C
ard
in
al 
C
esare 
B
aro
n
io
's 
resto
ratio
n
 
o
f 
S
S
.N
ereo
 
ed
 
 
A
c
h
ille
o
 
a
n
d
 
S
.C
e
sa
re
 
d
e
' 
A
p
p
ia
”
, 
T
h
e
 
A
rt 
B
u
lle
tin
, 
7
0
, 
1
9
8
8
, 
p
p
. 
 
5
9
0
-6
2
0
; 
L
u
crezia 
S
p
era, 
“C
esare 
B
aro
n
io
, 
'p
eritissim
u
s 
an
tiq
u
itatis', 
e 
 
le 
o
rig
in
i 
d
ell'arch
eo
lo
g
ia 
cristian
a”, 
G
.A
. 
G
u
azzelli 
et 
al. 
ed
s., 
C
esa
re 
 
B
a
ro
n
io
 
tra
 
sa
n
tità
 
e 
scrittu
ra
 
sto
rica
, 
R
o
m
a, 
V
iella, 
2
0
1
2
, 
p
p
. 
3
9
3
-4
2
3
. 
（
３０
）Jo
h
an
n
 P
eter K
irsch
, “S
t.C
ecilia”, T
h
e C
a
th
o
lic E
n
cyro
p
ed
ia
, N
ew
 Y
o
rk
, 
 
R
o
b
e
rt 
A
p
p
le
o
n
 
C
o
m
p
a
n
y
, 
v
o
l.3
, 
1
9
0
8
; 
C
a
rlo
 
L
a
 
B
e
lla
, 
A
n
n
a
 
L
o
 
B
ian
co
 
et 
al. 
ed
s., 
S
a
n
ta
 
C
ecilia
 
in
 
T
ra
stevere, 
R
o
m
a, 
P
alo
m
b
i, 
2
0
0
7
, 
p
. 
4
2
. 
（
３１
）H
aru
la 
E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, “L
a 
reliq
u
ia 
sv
elata: 
n
o
te 
su
l 
B
ag
lio
n
e, 
B
aro
n
io
 
e 
la 
S
. 
C
ecilia 
d
i 
S
tefan
o
 
M
ad
ern
o
”, 
S
tefan
ia 
M
acio
ce 
ed
., 
G
io
va
n
n
i 
B
a
g
lio
n
e 
(1
5
6
6
-1
6
5
5
), 
R
o
m
a, 
L
ith
o
s, 
2
0
0
2
, 
p
p
. 
2
1
5
-2
2
3
; 
Id
., 
S
tefa
n
o
 
M
a
d
e
rn
o
 
sc
u
lto
re
 
1
5
7
1
c
a
.-1
6
3
6
, 
R
o
m
a
, 
G
a
n
g
e
m
i, 
2
0
1
3
, 
p
p
. 
1
6
3
, 
2
2
4
-2
2
6
; 
R
ach
el 
L
o
u
ise 
M
cG
arry, 
T
h
e 
Yo
u
n
g
 
G
u
id
o
 
R
en
i. 
T
h
e 
A
rtist 
in
 
 
B
o
lo
g
n
a
 
a
n
d
 
R
o
m
e
, 
1
5
7
5
-1
6
0
5
, 
P
h
.D
.d
is
s
e
rta
tio
n
, 
N
e
w
 
Y
o
rk
 
 
U
n
iv
ersity, 2
0
0
7
, p
p
. 2
2
6
-2
2
9
. 
（
３２
）E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, o
p
.cit.. 
（
３３
）A
n
to
n
io
 
B
o
sio
, 
H
isto
ria
 
p
a
ssio
n
is 
B
ea
ta
e 
C
a
ecilia
e 
V
irg
in
is, 
V
a
leria
n
i, 
T
Ib
u
rtii 
e
t 
M
a
x
im
i 
m
a
rty
ru
m
 
n
e
c
n
o
n
 
U
rb
a
n
i 
e
t 
L
u
c
ii 
p
o
n
tific
u
m
 
e
t 
m
a
rty
ru
m
 
v
ita
e
 
a
tu
e
 
P
a
sc
h
a
lis 
lite
ra
e
 
d
e
 
e
o
ru
n
d
e
m
 
sa
n
c
to
ru
m
 
 
c
o
rp
o
ru
m
 
in
v
e
n
tio
n
e
 
e
t 
in
 
U
rb
e
m
 
tra
sla
tio
n
e
..., 
R
o
m
ae
, 
S
te
p
h
a
n
u
m
 
P
au
lin
u
m
, 1
6
0
0
, p
. 1
6
1
. 
（
３４
）B
o
sio
, 
o
p
.cit., 
p
. 
1
6
0
; 
E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, 
a
rt.cit., 
p
. 
2
1
7
; 
Id
., 
o
p
.cit., 
p
p
. 
 
2
1
0
-2
2
1
; M
cG
arry, o
p
.cit., p
.2
2
9
. 
（
３５
）B
o
sio
, 
o
p
.cit., 
p
. 
1
6
0
; 
E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, 
a
rt.cit., 
p
. 
2
1
7
.; 
Id
., 
o
p
.cit., 
p
p
. 
 
2
1
0
-2
2
1
; M
cG
arry, o
p
.cit., p
.2
2
9
. 
（
３６
）L
u
d
w
ig
 v
o
n
 P
asto
r, H
isto
ry o
f th
e P
o
p
es, X
X
IV
, 1
9
3
3
, p
. 5
2
3
. 
（
３７
）E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, a
rt.cit., p
. 2
1
7
. 
 
（
３８
）B
o
sio
, o
p
.cit., p
. 1
6
1
. 
（
３９
）C
o
n
stan
ce 
C
lassen
, 
T
h
e 
C
o
lo
r 
o
f 
A
n
g
els. 
C
o
sm
o
lo
g
y, 
G
en
d
er 
a
n
d
 
th
e 
A
esth
etic 
Im
a
g
in
a
tio
n
, 
L
o
n
d
o
n
-N
ew
 
Y
o
rk
, 
R
o
u
tled
g
e, 
1
9
9
8
, 
p
p
. 
4
0
-4
1
. 
群
馬
県
立
女
子
大
学
の
大
野
陽
子
氏
に
教
示
い
た
だ
い
た
。 
（
４０
）E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, o
p
.cit., p
.1
6
3
. 
（
４１
）B
a
g
lio
n
e
, 
o
p
.c
it., 
p
p
. 
3
4
5
-4
6
; 
E
c
o
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, 
o
p
.c
it., 
p
p
. 
1
5
-1
5
9
. 
（
４２
）Jo
h
n
 
M
a
rc
ia
ri, 
S
. 
B
o
o
rsc
h
 
e
d
s., 
F
ra
n
c
e
sc
o
 
V
a
n
n
i. 
A
rt 
in
 
L
a
te 
 
R
en
a
issa
n
ce 
S
ien
a
, 
N
ew
 
H
av
en
-L
o
n
d
o
n
, 
Y
ale 
U
n
iv
ersity
 
P
ress, 
2
0
1
3
, 
 
p
p
. 1
8
2
-8
3
, cat. 6
5
. 
－43－ 
 
（
４３
）
ヴ
ァ
ン
ニ
の
絵
画
タ
ベ
ル
ナ
ク
ル
ム
作
品
に
シ
エ
ナ
の
サ
ン
・
ニ
ッ
コ
ロ
・ 
ア
ル
・
カ
ル
ミ
ネ
聖
堂
祭
壇
画
（
一
五
九
八
年
）
や
、
ヴ
ァ
ッ
リ
チ
ェ
ッ
ラ 
の
聖
母
イ
コ
ン
を
組
み
込
ん
だ
も
の
（
一
六
〇
一
年
、
ソ
ー
ラ
、
サ
ン
タ
・ 
マ
リ
ア
・
デ
ッ
リ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
聖
堂
）
が
あ
る
。M
a
rc
ia
ri-B
o
o
rsc
h
 
e
d
s., 
 
o
p
.cit., 
p
p
. 
1
1
-2
1
, 
fig
s. 
1
3
, 
1
4
. 
ヴ
ァ
ン
ニ
は
、
ロ
ー
マ
滞
在
中
も
シ
エ
ナ 
や
他
都
市
か
ら
多
く
の
委
嘱
を
受
け
た
。
一
六
〇
二
年
に
は
バ
ロ
ニ
ウ
ス
か 
ら
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
祭
壇
画
に
起
用
さ
れ
て
ロ
ー
マ
に
戻
っ
た
。 
B
ag
lio
n
e, 
o
p
.cit., 
p
. 
11
0
; 
M
arciari-B
o
o
rsch
, 
o
p
.cit., 
p
p
. 
2
2
-2
3
; 
M
cG
arry, 
 
o
p
.cit., p
. 2
4
4
. 
（
４４
）E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, 
o
p
.cit., 
p
p
. 
1
6
1
-2
4
9
; 
M
cG
arry, 
o
p
.cit., 
p
p
. 
2
1
1
-2
7
9
. 
（
４５
）B
ag
lio
n
e, V
ite, p
. 4
0
2
 ; E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, o
p
.cit., fig
.7
6
-7
7
. 
（
４６
）M
a
rc
ia
ri-B
o
o
rsc
h
, 
o
p
.c
it., 
p
p
. 
2
1
-2
3
; 
E
c
o
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, 
o
p
.c
it., 
p
p
. 
 
1
9
1
-9
2
. 
（
４７
）P
ep
p
er, 
o
p
.cit., 
p
p
. 
2
1
, 
5
4
-5
5
, 
2
1
7
.
枢
機
卿
は
一
五
九
一
～
九
二
年
に
教
皇 
 
 
 
特
使
と
し
て
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
駐
在
中
か
、
あ
る
い
は
一
五
九
八
年
に
ボ
ロ
ー
ニ 
 
 
 
ャ
の
教
皇
領
併
合
記
念
入
城
行
列
の
際
に
仮
設
装
置
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
レ
ー 
 
 
 
ニ
に
注
目
し
た
可
能
性
が
あ
る
。Isid
o
ro
 
U
g
u
rg
ie
ri 
A
z
z
o
lin
i, 
L
e
 
P
o
m
p
e 
 
 
 
 
S
a
n
esi, 
o
 
' 
vero
 
R
ela
zio
n
e 
d
elli 
H
u
o
m
in
i, 
e 
D
o
n
n
e 
illu
stri 
d
a
 
S
ien
a
, 
e 
 
 
 
 
su
o
 
sta
to
, 
P
isto
ia, 
P
ie
r'A
n
to
n
io
 
F
o
rtu
n
a
ti, 
1
6
4
9
, 
II, 
p
.3
7
0
; 
G
io
v
a
n
n
i 
 
 
 
 
P
ietro
 
B
ello
ri, 
L
e 
V
ite 
d
e' 
p
itto
ri, 
scu
lto
ri 
e 
a
rch
itetti 
m
o
d
ern
i, 
d
.E
v
elin
a 
 
 
 
 
B
o
rea, 
T
o
rin
o
, 
E
in
au
d
i, 
1
9
7
6
, 
p
p
. 
4
9
5
-9
6
; 
M
cG
arry, 
o
p
.cit., 
p
p
. 
2
3
7
-4
0
, 
 
 
 
 
2
4
4
. 
ヴ
ァ
ン
ニ
が
仲
介
し
た
と
い
う
説
は
ア
ッ
ゾ
リ
ー
ニ
（
一
六
四
九
年
） 
と
ベ
ッ
ロ
ー
リ
に
よ
る
。
マ
ク
ギ
ャ
リ
ー
は
、
一
五
九
八
年
の
教
皇
随
行
団 
に
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
の
名
が
な
い
こ
と
、
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
公
の
縁
戚
ゆ
え 
に
イ
タ
リ
ア
中
部
地
方
の
教
皇
領
併
合
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
、 
一
五
九
八
年
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
邂
逅
説
を
退
け
て
い
る
。 
（
４８
）C
arlo
 
C
esare 
M
alv
asia, 
L
a
 
F
elsin
a
 
P
ittrice: 
V
ite 
d
e’ 
p
itto
ri 
b
o
lo
g
n
esi 
 
(1
6
7
8
), 
G
ia
m
p
ie
tro
 
Z
a
n
o
tti 
e
d
., 
2
v
o
ls., 
B
o
lo
g
n
a
, 
T
o
p
o
g
ra
fia
 
G
u
id
i 
 
a
ll’A
n
c
o
ra
, 
1
8
4
1
 
(rista
m
p
a
, 
F
o
rn
i 
E
d
ito
re
, 
1
9
7
4
), 
II, 
p
p
. 
1
2
-1
3
. 
（
４９
）
シ
エ
ナ
出
身
で
教
皇
侍
医
を
務
め
た
ジ
ュ
リ
オ
・
マ
ン
チ
ー
ニ
は
『
絵
画
考
』 
手
稿
（
一
六
一
四
～
一
九
年
執
筆
）
で
レ
ー
ニ
の
複
製
が
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ 
聖
堂
に
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。 
G
iu
lio
 
M
a
n
c
in
i, 
C
o
n
sid
e
ra
zio
n
i 
 
su
lla
 
p
ittu
ra
, 
F
iren
ze, 
B
ib
lio
teca 
N
azio
n
ale, 
M
S
 
P
alatin
o
 
5
9
7
. 
ペ
ッ
パ 
ー
は
現
在
サ
ン
・
ル
イ
ー
ジ
・
デ
イ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ー
ジ
聖
堂
ポ
レ
礼
拝
堂 
に
あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
複
製
を
レ
ー
ニ
に
帰
し
て
、
一
六
一
四
年
頃
に
ス 
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
か
ら
寄
進
さ
れ
た
と
類
推
し
た
。S
tep
h
an
 
P
e
p
p
e
r, 
G
u
id
o
 
 
R
en
i. 
L
’o
p
era
 
co
m
p
leta
, 
N
o
v
a
rra
, 
D
e
 
A
g
o
stin
i, 
1
9
8
8
, 
c
a
t. 
1
1
, 
p
p
. 
 
2
1
6
-2
1
7
. 
近
年
、
ダ
ブ
リ
ン
国
立
美
術
館
所
蔵
の
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の 
法
悦
》
が
、
一
六
一
九
年
に
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
の
所
蔵
目
録
に
記 
さ
れ
た
「
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
《
オ
ル
ガ
ン
を
も
っ
た
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
》
の 
複
製
」
と
同
定
さ
れ
、
レ
ー
ニ
の
真
筆
と
断
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、 
ポ
レ
礼
拝
堂
の
複
製
は
、
レ
ー
ニ
の
弟
子
Ｆ
・
ジ
ェ
ッ
シ
に
帰
属
。F
ran
c
esca 
 
P
ro
fili, 
“
A
lc
u
n
e
 
c
o
n
sid
e
ra
z
io
n
i 
su
 
d
u
e
 
d
ip
in
ti 
d
e
lla
 
c
o
lle
z
io
n
e 
 
S
fo
n
d
o
rato
: 
il 
S
an
 
F
ran
cesco
 
in
 
estasi 
d
el 
C
av
alier 
d
'A
rp
in
o
 
e 
l'E
stasi 
d
i 
 
－44－ 
 
S
a
n
ta
 
C
e
c
ilia
 
d
i 
G
u
id
o
 
R
e
n
i”
, 
M
.G
iu
lia
 
A
u
rig
e
m
m
a
 
e
d
., 
D
a
l 
 
R
a
zio
n
a
lism
o
 
a
l 
R
in
a
scim
en
to
. 
P
er 
i 
q
u
a
ra
n
ta
 
a
n
n
i 
d
i 
stu
d
i 
d
i 
S
ilvia
 
 
D
a
n
esi S
q
u
a
rzin
a
, R
o
m
a, C
am
p
isan
o
, 2
0
11
, p
p
. 1
3
6
-4
3
. 
（
５０
）P
ep
p
er, 
o
p
.c
it., 
p
p
. 
2
1
7
-.2
1
8
, 
c
at. 
1
2
-1
3
; 
M
c
G
arry, 
o
p
.cit., 
p
p
. 
2
2
3
, 
 
2
2
7
-2
2
8
. 
レ
ー
ニ
へ
の
絵
画
四
点
の
報
酬
は
計
二
二
〇
ス
ク
ー
デ
ィ
。 
（
５１
）Ib
id
., p
.2
2
6
. 
（
５２
）G
io
v
an
n
i B
ag
lio
n
e, L
e V
ite d
e' p
itto
ri scu
lto
ri et a
rch
itetti..., R
o
m
a, 
 
1
6
4
9
, ristam
p
a an
astatica, C
itta d
el V
atican
o
, 1
9
9
5
, I, p
. 3
4
5
. 
（
５３
）C
esare 
B
aro
n
iu
s, 
A
n
n
a
les 
E
cclesia
stici, 
v
o
ls.I-X
II, 
R
o
m
ae, 
T
y
p
o
g
rap
h
ia 
 
V
atic
an
a, 
1
5
8
8
-1
6
0
7
, 
IX
, 
1
6
0
1
, 
p
p
. 
6
9
2
-9
3
. 
バ
ロ
ニ
ウ
ス
の
記
述
を
検 
討
す
る
と
、
九
世
紀
の
埋
葬
時
に
遺
体
を
く
る
ん
だ
衣
は
断
片
化
し
て
遺
体 
は
ほ
ぼ
む
き
出
し
、
外
面
の
観
察
か
ら
遺
骸
は
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
ほ 
と
ん
ど
ミ
イ
ラ
化
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 
E
c
o
n
o
m
o
p
o
u
lo
s
, 
o
p
.c
it., 
p
p
. 
2
1
6
-1
7
. 
ボ
シ
オ
に
よ
る
マ
デ
ル
ノ
の
大
理
石
像
の
描
写
は
、
後 
述
す
る
匿
名
文
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。"
c
a
p
u
t 
lin
te
o
 
c
irc
u
m
o
lu
tu
m
, 
 
m
a
n
u
s 
in
 
a
n
te
rio
re
m
 
p
a
rte
m
 
p
ro
ie
c
ta
e
, 
g
e
n
u
a
q
u
e
 
p
a
u
lu
lu
m
 
e
re
c
ta 
 
cern
u
n
tu
r." 
 
B
o
sio
, o
p
.cit., 1
6
0
0
, p
p
. 1
7
2
-7
3
. 
（
５４
）E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, o
p
.cit., p
p
.2
1
8
-2
1
0
. 
（
５５
）É
m
ile 
M
âle, 
L
’A
rt 
relig
ieu
x 
a
p
rès 
le 
C
o
n
cile 
d
e 
T
ren
te, 
P
aris, 
A
rm
an
d
 
 
C
o
lin
, 1
9
3
2
, p
p
. 1
2
4
-2
5
. 
（
５６
）B
aro
n
iu
s, o
p
.cit., IX
, p
p
. 6
9
2
-9
3
. 
（
５７
）B
A
V
, 
F
o
n
d
o
 
C
h
ig
i, 
N
. 
III. 
6
0
, 
c. 
4
2
8
r. 
C
fr. 
E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, 
o
p
.cit., 
p
p
. 
 
2
1
7
-1
8
. 
（
５８
）Ib
id
, c.4
2
7
v. C
fr. E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, o
p
.cit., p
. 2
1
7
. 
（
５９
）E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, o
p
.cit., p
. 2
2
0
. 
（
６０
）
奇
跡
的
な
遺
骸
発
見
と
い
う
定
型
的
な
語
り
は
ロ
ー
マ
以
外
に
も
飛
び
火
し 
た
。
筆
者
は
パ
レ
ル
モ
で
の
聖
女
ロ
ザ
リ
ア
の
遺
骨
発
見
に
つ
い
て
考
察
し 
た
。
新
保
淳
乃
「
ア
ン
ド
レ
ア
・
サ
ッ
キ
の
《
聖
女
ロ
ザ
リ
ア
・
シ
ニ
バ
ル 
デ
ィ
》
を
読
む
」、『
知
識
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』、
上
村
清
雄
監
修
、
あ
り 
な
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
七
三
～
一
〇
六
ペ
ー
ジ
。 
（
６１
）B
o
sio
, o
p
.cit.. p
. 1
5
7
. 
（
６２
）A
d
rian
o
 
L
u
zi, 
“L
a 
scu
ltu
ra, 
il 
m
arm
o
 
e 
il 
restau
ro
”, 
L
o
 
B
ian
co
 
ed
., 
 
o
p
.cit., p
p
. 6
7
-8
6
, p
. 6
9
. 
（
６３
）A
n
n
a 
L
o
 
B
ian
co
, 
C
ecilia
. 
L
a
 
sto
ria
, 
l'im
a
g
in
e, 
il 
m
ito
. 
L
a
 
scu
ltu
ra
 
d
i 
 
S
tefa
n
o
 M
a
d
ern
o
 e il su
o
 resta
u
ro
, R
o
m
a, C
am
p
isan
o
, 2
0
0
1
, p
. 3
2
. 
 
（
６４
）E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, 
o
p
.cit., 
p
p
. 
2
3
7
-2
4
5
. 
エ
コ
ノ
モ
ポ
ウ
ロ
ス
は
こ
れ
も
円 
柱
の
蛮
族
イ
メ
ー
ジ
の
影
響
と
す
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
原
画
は
、
マ
リ
ア 
ー
ナ
の
教
皇
別
荘
の
礼
拝
堂
フ
レ
ス
コ
壁
画
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
ラ
フ
ァ 
エ
ッ
ロ
は
一
五
一
〇
年
頃
に
、
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
リ
ア
聖
堂
を
管
轄
し
た
枢 
機
卿
ア
リ
ド
ー
ジ
の
依
頼
で
、
礼
拝
堂
の
フ
レ
ス
コ
壁
画
を
制
作
し
た
。
そ 
の
後
レ
オ
一
〇
世
の
依
頼
で
入
口
の
左
壁
に
《
聖
女
カ
エ
キ
リ
ア
の
殉
教
》 
（
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
美
術
館
蔵
）
が
描
か
れ
た
。
こ
の
別
荘
は
本
来
サ
ン
タ
・
チ 
ェ
チ
リ
ア
・
イ
ン
・
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ
修
道
院
の
所
有
不
動
産
で
、
一
六
〇 
一
年
に
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
の
尽
力
で
修
道
院
に
返
還
さ
れ
た
。
管 
－45－ 
 
轄
聖
堂
と
つ
な
が
り
の
あ
る
壁
画
装
飾
を
、
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
枢
機
卿
は 
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
マ
デ
ル
ノ
や
ヴ
ァ
ン
ニ
に
示
唆
し
た
可
能
性
は 
大
い
に
あ
る
。 
（
６５
）E
co
n
o
m
o
p
o
u
lo
s, o
p
.cit., p
.2
4
4
, fig
.1
0
1
. 
  
〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
）「
近
世
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
お
け
る
傷
病
者
・
看
護
者
像
の
社
会
史
的
表
象
研
究
―
女
戦
士
像
を
中
心
に
」（
課
題
番
号
2
5
7
7
0
0
4
2
、
研
究
代
表
者
・
新
保
淳
乃
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
特
別
研
究
員
）     
